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ミニ展示会「技術の外商企業商談会」をWeb で行いました
東京営業本部　大阪事務所　外商コーディネーター　坂本光男

東京営業本部では、大規模な見本市では難しい細やかな商
談を行うために各分野のミニ展示会を年10回開催しています。
当日の商談はもちろん、事前に首都圏の企業へのアプローチ、
事後のフォローアップや県内企業の同行商談など、見積もり・成
約数を増やすためのきっかけづくりを目的として開催しています。

大阪事務所では、今年度、関西との連携強化の一環としてミ
ニ展示会をより訴求力のある方法で積極的に開催することとし、
防災関連製品キャラバン隊や木材協会と連携して準備をしてき
ました。そうした中、技術の外商活動としては初の試みとなるミニ
展示商談会「高知県がおすすめする技術の外商企業商談
会」を、９月９日に大阪・梅田で開催することとしました。県内の受
注企業が関西地区の機械金属関連の発注企業とのマッチン
グを図ろうとするもので、多くの発注企業にPRした結果、10社か
ら申し込みをいただきました。ところが、新型コロナウイルスの緊急
事態宣言が９月12日まで延長されることが決定したため、直接の
対面での商談会は一旦延期せざるをえない状況になりました。
従来、技術の外商の活動は、合同商談会による対面の商談

が中心で、発注企業に生産現場を見てもらい、見積もり・成約獲
得につなげてきたところです。技術の外商は、他の分野のミニ展示会とは違うので、どういった対応をするか迷い
ましたが、ウイズコロナの試みとして、申し込みいただいた発注企業の一部とWebを利用したリモート商談により
実施することにしました。
リモート商談は、県内受注企業7社、県外発注企業４社により、９月１日～14日の４日間に合計12回行いまし
た。独自に資料を作成して企業紹介するなど県内企業も積極的にPRを図り、お互い質問をやり取りする中で、
県内企業の得意とする大きさ、材質、ロット数を知ってもらえ、相互の理解が確実に深まりました。発注企業からも
「高知の企業の状況が分かったので良かった。充実したリモート商談だった」とのお言葉をいただきました。当
初はどこまで効果が期待できるか不安なところもありましたが、現在５件の見積もりをいただいています。

今後も、ものづくり総合技術展、県内工場視察商談会、京都での合同商談会への参加案内やさらなるリ
モート商談の実施など、外商コーディネーターがフォローを行い、確実に成果につなげていきたいと思っています。

【お問い合わせ】  （公財）高知県産業振興センター   ものづくり地産地消・外商センター  東京営業本部
□〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-3-3 内幸町ダイビル8F　
□ TEL : 03-6452-8830　□ FAX：03-6452-8831

大阪事務所  □ TEL : ０６-６２４４-７９３４　　　名古屋事務所  □ TEL : ０５２-６８４-４９０４

●濵村鉄工有限会社 ●光和商事株式会社
●有限会社新栄工業 ●椿本興業株式会社
●株式会社キヨトウ ●株式会社大成モナック
●株式会社トミナガ ●株式会社丸山製作所
●有限会社繁春鉄工所
●高知旭光精工株式会社
●株式会社垣内

県外発注企業（4社）県内受注企業（７社）

１．相談のきっかけ

【お問い合わせ】  （公財）高知県産業振興センター内　高知県よろず支援拠点
□〒７８１-５１０１ 高知市布師田３９９２-２ 高知県中小企業会館５階　
□ 常設拠点での相談時間 ： 8：30～17：00 （土日・祝日、年末年始を除く）　
□ TEL : 088-846-0175　□ FAX : 088-855-3776　□ Mail ： yorozu@joho-kochi.or.jp 高知県よろず

支援拠点HP→

高知県よろず 検索

「よろず支援拠点」は、国が平成26年度から全国に設置している無料の経営相談所で
す。中小企業の皆様の売上拡大や経営改善等、経営上のあらゆるお悩みに対応します。

香川県から移住し仁淀川町の地域おこし協力隊として活躍する奥野さんは、地元の方が気軽に集えるカフェ
をオープンしたいと希望。カフェオープンにあたり、開業に必要な情報を探していたところ、仁淀川町で開催された
よろず支援拠点のミニセミナーに参加され、創業支援も受けられることが分かり、定期的に相談をするようになっ
た。そして、2020年7月にコロナ禍ではあったものの、『やまのうえのカフェ 山茶』をオープンした。

　段階的に課題を設定し計画をサポート。
①創業支援：創業計画書の作成を支援
②資金調達：クラウドファンディングの仕組みの説明、効果的な文章の書き方、構成の添削
③SNSを使った広報：よろず支援拠点主催のミニセミナーに定期的に参加
④新メニューや販路の提案：地元の果物や伝統野菜を使ったメニューの提案、販路提案
　地域おこし協力隊とカフェ運営の二足の草鞋。平日は地域
おこし協力隊として活動を行っているため、カフェの営業は週末
のみ。新型コロナウイルスの影響もあり、お客様は地元の方が
中心で、時折地元の方からお裾分けでいただく地元の食材で
作ったシフォンケーキやシュークリーム、ドリンクは人気商品とな
り、今では誕生日ケーキの注文も入るようになった。さらにはSNS
を活用した広報を続けてきた結果、町外からの来客も徐 に々増
えており、売り上げは当初の計画を大きく上回ることができた。

２．課題におけるアドバイス

経営上のお悩み、相談しませんか？

仁淀川町で地元の方が気軽に集えるコミュニティカフェをオープン！
段階的なサポートを受けてコロナ禍にもかかわらず計画を上回る売り上げを実現！

通信通信

高知県

香川から移住した仁淀川町地域おこし協力隊の奥野さんは、前職であるカフェ店長
の経験を活かし、同町内で念願のカフェをオープンされました。よろず支援拠点では、
創業から現在まで伴走支援をさせていただいておりますが、奥野さんのお人柄もあり、

今では町の人々が集う人気カフェに。これからもますます地元の方に愛されるお店になることと思います。
コーディネーター　押岡洋子

お店開業にあたり、右も左もわからない状態でしたが、丁寧にアドバイスしてい
ただいたことで何から始めるべきか、次に何を、など具体的にわかりやすく開業準
備ができました。コロナ禍でのオープンでしたが今では地域の人の憩いの場になり
つつあり、目指していた「コミュニティカフェ」が実現しつつあります。現在も経営しながら相談していま
すが、世間話もしながら気軽に相談させていただいて非常に助かっています。

〒781-1610 吾川郡仁淀川町竹ノ谷612-4
（仁淀川町移住交流拠点施設 山茶小屋 食堂棟）
TEL ： 080-5667-8106　Instagram ： ＠yamanouenocafeyamacha
Facebook ： 「やまのうえのカフェ 山茶」

やまのうえのカフェ山茶 -YAMACHA-

相談者
の声

対応者
の一言

東京営業本部
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